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２５ Kami

令和5年春季全国火災予防運動令和5年春季全国火災予防運動
第二土佐山田幼稚園和太鼓演奏第二土佐山田幼稚園和太鼓演奏

香美市ちびっこマラソン・ピッタリ駅伝・リレーマラソン香美市ちびっこマラソン・ピッタリ駅伝・リレーマラソン

　２月２７日から３月２３日にかけて、香北総

合型競技施設で、第１６回香美市ナイターペタ

ンクリーグが開催されました。

 今回は８チームが参加、試合はダブルス（２人

一組）で行われ、ムゲットというチームが優勝

しました。
　令和５年春季全国火災予防運動期間中の３月１日

に、香美市消防署で香美市幼年消防クラブ員である

第二土佐山田幼稚園の園児達が、和太鼓を披露して

火災予防を呼びかけました。

　子ども達は元気いっぱいに力強い演奏をし、集ま

った観客からは温かい拍手が送られました。

　３月５日、香北青少年の家周辺でマラソン・

駅伝大会が開催されました。

　新型コロナウイルスの影響により３年ぶりの

開催となった今大会では、ちびっこマラソンの

部に７５人、ピッタリ駅伝の部に９チーム、リ

レーマラソンの部に１１チームの参加があり、

熱いレースが繰り広げられました。

　各部１位の成績は左のとおりです。

種目

低学年男子

低学年女子

高学年男子

高学年女子

チーム名

香美市役所駅伝部

距離

4.77㎞（5区間）

誤差

－36秒

氏名

山崎 滉真くん

田中 喜々さん

大野 勇羽くん

黒岩 優空さん

距離

1.13ｋｍ

1.13ｋｍ

1.82ｋｍ

1.82ｋｍ

タイム

４分３１秒

４分４１秒

６分５６秒

７分５４秒

【大会結果】

優勝　　ムゲット　　準優勝　土佐山田Ａ

第３位　チェリー　   敢闘賞　ポケット

【大会結果】

●ちびっこマラソンの部

●ピッタリ駅伝の部

香美市ナイターペタンク香美市ナイターペタンク
リーグ開催！リーグ開催！

チーム名

モニョニョケ漢

距離

11.3ｋｍ(3～5人)

タイム

４２分１３秒

●リレーマラソンの部

４月号　P２１『第２０回吉井勇顕彰短歌大会【受賞作品　小学生の部】』佳作受賞者の氏名に誤りがありました。

１句目「山田県光井小学校五年　横道　玄」→「高知県山田小学校五年　長吉　悠晃」

２句目「高知県片地小学校五年　寺田　涼介」→「高知県山田小学校五年　小松　芽生」お詫びして訂正いたします。


